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事業計画

１

　

基本方針

　

今春５年度は、 新型コロナウイルス感染症がィンフルェンザと同等の５類扱いとな

り、 ィンバゥンドや外食需要などは徐々に回復する一方、 国氏生活は、 債上げが物価

の上昇に追いつかず、 実質賃金は２． ５％の減少となり、 消費者の消費動向は冷え込

む年となりました。

　

畜産をめぐる情勢につきましては、 今春４年５月の肉用子牛価格の下落後も牛肉消

費の減退等の影響により低調な相場が続き、 肉用子牛生産者補給金制度においては、
黒毛条種で２１年ぶりの発効となり、 第２四半期 （７～９月分） に続き、 第３四半期

（１０～１２月分） で補給金が交付されたほか、 国の緊急支援として措置された和子

牛生産者臨時経営支援事業も同時に発動となり、和牛繁殖経営の厳しい状況が顕著に
表れました。

　

また、 牛枝肉価格や生産コストの変動に反応する肉用牛肥育経営安定交付金制度に

おし・ては、 今わ４年８月販売分 （交付金交付：今春４年１０月） から、 肉専用種、 交

雑種、 乳用種の各品種ともに発動となり、 肉専用種にあっては、 直近の今条５年１２

月販売分まで発動が続いており、 もと畜費、 飼料、 資材、 燃料価格の高騰と消費動向

の影響を受けているものと思われます。

　

生産者の飼養環境では、 世界的な穀物需要の増大、 ウクライナ情勢の悪化や歴史的

な円安などの影響により配合飼料価格は高止まり、配合飼料価格安定制度におきまし

ては、 今春５年１～３月期までに８四半期連続 （今春３年４～６月期から今や５年１

～３月期） で通常及び異常補填の発動が続き、 今春５年４月から１２月までの３四半

期については、 同制度の特例による緊急補填が措置されました。

　

また、 家畜衛生では、 依然として家畜伝染病の発生リスクが高い状況にあり、 今中

６年１月、 本県で国内５例日となる高病原性島インフルエンザが発生し、 今もなお予

断を許さない状況が続いています。

　

本会では、 こうした状況を踏まえ、 畜産経営の安定と畜産物の安定供給が図れるよ

フ、 行政、 中央団体、 県内関係団体と連携し、 各種の緊急対策を迅速に実施すると共

に、 引き続き、 家畜・畜産物の価格安定対策をはじめ、 経営支援、 生産基盤の強化、
家畜衛生、 家畜孜良、担い手の確保育成等の各種事業を実施して参ります。

　

また、 家畜・畜産物の安全・安′ｕを確保するため、 生産者に対し、 農場ＨＡＣＣＰ

認証制度や畜産ＧＡＰ制度の手法の活用を積極的に推進し、 農場の飼番衛生管理技術
の向上、 安全で高品質な畜産物の生産に貢献するとともに、 消費者に対する畜産への

理解醸成事業を通じて、 辞、馬県産畜産物の消費拡大に取り組みます。

　

氏間としての機動性を活かし、 細かな支援を実施する畜産専門機関として、 畜種ご

とに有機的な情報活用を図り、 高い次元で対応する事務局体制を維持するとともに、
法人経営、 特色のある経営など、 多様化する畜産経営に合った専門性の高いサービス

を提供できる人材の育成に取り組みます。

　

さらに、 これまで継続してきた事務の合理化や経費抑制についても引き続き実施し

て参ります。



　

なお、 本計画にない新規取り組みについては、 本会の事業日的に合致するものや、
社会的情勢の変化などにより喫緊の対応が求められる場合については、 事業計画に支

障のない範囲において取り組むことといたします。
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令和６年度

　

実施事業一覧（当初予算）

番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業名 新規 廃止 会計区分 事業種別 補助元

【公益目的事業】畜産経営の安定向上を支援し安全で良質な畜産物の生産を促進する事業

公「（イ）畜産経営の安定を支援する事業

ア

　

肉用子牛の生産の安定を支援する事業

一肉用子牛生産者補給金制度 公「（「） 補助事業 農畜産業振興機構

２肉用子牛生産者補給金制度事業手数料 公「（１） 自主事業 その他

イ

　

肉用牛肥育経営の安定に関する支援

ｑ
Ｕ肉用牛肥育経営安定交付金制度 公「（１） 受託事業 農畜産業振興機構

４価格安定推進支援事業 公「（「） 自主事業 自己資金

ーにＵ肉用牛肥育経営安定交付金制度手数料 公「（１） 自主事業 その他

ウ

　

養豚経営の安定に関する支援

一口Ｕー
肉豚経営安定交付金制度推進事業（生産者事務受託） 公１（１） 事務受託 自己資金

公「 （２）畜産経営の向上を支援する事業

ア

　

地域の畜産経営への支援指導

７′地域畜産支援指導等体制強化事業 公「（２） 補助事業 地方競馬全国協会

８経営流通対策事業（経営指導推進） 公１（２） 補助事業 群馬県

ＯＵ畜産特別資金等推進指導事業 公１（２） 補助事業 中央畜産会

１０畜産クラスター機械導入事業 公１（２） 受託事業 中央畜産会

１１畜産クラスター全国実態調査事業 公１（２） 受託事業 中央畜産会

１２畜産経営体生産性向上対策事業 公１（２） 受託事業 中央畜産会

「３貸付事業指導等事業 公１（２） 受託事業 その他団体

「４畜産高度化支援リース事業 公１（２） 受託事業 その他団体

「５畜産経営支援指導事業 公１（２） 自主事業 自己資金

１６公共牧場活性化支援事業 公１（２） 自主事業 自己資金

１７畜産環境保全支援事業 公１（２） 自主事業 自己資金

１８畜産協会情報提供事業 公１（２） 自主事業 自己資金

１９女子力発揮支援事業 公「（２） 自主事業 自己資金

２０生産技術情報提供事業 公「（２） 受託事業 中央畜産会

２「地域畜産支援指導等体制強化事業に係る委託事業 公１（２） 受託事業 中央畜産会

２２酪農緊急パワーアップ事業 公１（２） 受託事業 中央畜産会

イ

　

畜産経営の人材確保と労力負担の軽減に関する支援

２３獣医師養成確保修学資金給付事業 公「（２） 補助事業 農林水産省

２４酪農経営安定化支援ヘルパー事業（酪農経営支援総合対策事業） 【うち組合分】 公１（２） 補助事業 農畜産業振興機構

２５酪農経営安定化支援ヘルパー事業（酪農経営支援総合対策事業） 【うち協会分】 公１（２） 補助事業 農畜産業振興機構

２６酪農ヘルパー傷病時等利用互助事業 公１（２） 補助事業 農畜産業振興機構

２７酪農ヘルパー労働環境整備事業 公１（２） 補助事業 農畜産業振興機構

２８酪農ヘルパー事業円滑化支援事業 公「（２） 特別事業 自己資金

２９畜産人材確保育成事業 公「（２） 自主事業 自己資金

３０畜産生産体制支援事業 公「（２） 自主事業 自己資金

３１産業動物獣医師就業支援事業 公「（２） 自主事業 自己資金

３２酪農ヘルパー傷病時等利用互助事業事務費 公「（２） 自主事業 自己資金

３３畜産物輸出対応生産円滑化緊急対策事業 公「（２） 受託事業 その他団体

公「（３）家畜及び畜産物の安全性確保と理解醸成を図る事業

ア

　

畜産及び畜産物への理解醸成

令和０６年０３月「

　

５日現在



番号 事業名 新規 廃止 会計区分 事業種別 補助元

３４生産振興対策事業（県産鶏卵販売強化） 公１（３） 補助事業 群馬県

３５地方競馬支援対策事業 公１（３） 自主事業 自己資金

３６牧場体験交流事業 公１（３） 自主事業 自己資金

３７環境にやさしい群馬の畜産普及啓発事業 公１（３） 自主事業 自己資金

３８山羊活用調査事業 公１（３） 自主事業 自己資金

イ

　

家畜及び畜産物の安全性確保

３９牛疾病検査円滑化推進対策事業 公１（３） 補助事業 農林水産省

４０牛せき柱適正管理推進事業促進費交付業務 公１（３） 受託事業 その他団体

ウ

　

家畜の悪性疾病による損失対策

４１家畜防疫互助基金支援事業 公「（３） 受託事業 中央畜産会

４２家畜防疫互助基金支援事業（交付業務）（Ｒ３～Ｒ５） 公１（３） 受託事業 中央畜産会

工

　

農場の生産衛生の強化

４３家畜生産農場衛生対策事業 公「（３） 補助事業 農林水産省

４４群馬県ＣＳＦ経□ワクチン対策協議会運営事業 公１（３） 受託事業 その他

４５ＡＳＦ侵入防止緊急支援事業推進事業 公「（３） 自主事業 自己資金

オ

　

家畜の衛生管理の強化

４６生産振興対策事業（優良はちみつ生産） 公「（３） 補助事業 群馬県

４７家畜防疫・衛生指導対策事業 公１（３） 助成事業 中央畜産会

４８馬飼養衛生管理特別対策事業 公「（３） 助成事業 中央畜産会

４９馬伝染性疾病防疫推進対策事業 公１（３） 助成事業 中央畜産会

５０育成馬等予防接種推進事業 公１（３） 助成事業 中央畜産会

５「農場飼養衛生管理強化推進事業 公１（３） 自主事業 自己資金

５２家畜衛生推進事業 公１（３） 自主事業 その他

５３農場ＨＡＣＣＰ・畜産ＧＡＰ推進事業 公「（３） 自主事業 自己資金

５４地域養豚生産衛生向上対策支援事業 公１（３） 助成事業 中央畜産会

５５野生獣衛生対策促進事業 公１（３） 助成事業 その他団体

公「（４）家畜の能力向上を促進する事業

　　　　　　　　

「

５６生産振興対策事業（家畜登録促進） 公「（４） 補助事業 群馬県

５７生産振興対策事業（乳牛等改良促進）．（２）群馬県畜産共進会（乳牛の部） 公１（４） 補助事業 群馬県

５８生産振興対策事業（乳牛等改良促進）・（３）群馬県畜産共進会（繁殖和牛の部） 公１（４） 補助事業 群馬県

５９生産振興対策事業（乳牛等改良促進）・（５）群馬県畜産共進会（山羊の部） 公「（４） 補助事業 群馬県

６０生産振興対策事業（全国和牛能力共進会出品対策） 公「（４） 補助事業 群馬県

６「和牛全共出品対策事業 公「（４） 特別事業 その他

６２育種価評価活用促進事業 公１（４） 特別事業 その他

６３家畜共進会運営強化推進事業 公「（４） 特別事業 その他

６４肉用牛産肉能力平準化促進事業 公１（４） 受託事業 その他団体

６５肉豚生産活用支援事業 公１（４） 自主事業 自己資金

６６家畜共進会褒賞交付事業 公１（４） 自主事業 自己資金

６７乳用牛ＳＮＰ検査推進事業 公１（４） 特別事業 その他

６８生産基盤拡大加速化事業 公１（４） 自主事業 自己資金

６９優良繁殖雌牛更新加速化事業 公「（４） 受託事業 その他団体

７０生産振興対策事業（乳牛等改良促進）・（７）全日本ホルスタイン共進会 公「（４） 補助事業 群馬県



番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業名 新規 廃止 会計区分 事業種別 補助元

【収益事業】畜産に関する収益事業

７１家畜登録事業（乳牛・ホルスタイン） 収「（１） 家畜登録 畜産登録団体

７２家畜登録事業（乳牛・ジャージー） 収「（１） 家畜登録 畜産登録団体

７３家畜登録事業（和牛） 収「（１） 家畜登録 畜産登録団体

７４家畜登録事業（和牛・家畜改良事業団） 収「（「） 家畜登録 畜産登録団体

７５家畜登録事業（種豚） 収「（１） 家畜登録 畜産登録団体

７６家畜登録事業（山羊・緬羊） 収「（「） 家畜登録 畜産登録団体

【その他の事業】畜産の振興を図る事業

７７群馬県乳牛改良協会事業 他１（１） 事務受モ事務委毛先

７８群馬県和牛改良組合連絡協議会事業 他１（〇 事務受モ事務委毛先

７９群馬県養豚協会事業 他１（〇 事務受モ事務委毛先

８０群馬県養鶏協会事業 他１（“ 事務受モ事務委毛先

８「群馬県種鶏ふ卵協会事業 他「（「） 事務受モ事務委毛先

８２群馬県養蜂協会事業 他１（“ 事務受モ事務委毛先

８３群馬県家畜人工授精師協会事業 他１（“ 事務受モ事務委毛先

８４群馬県畜産技術連盟事業 他１（１） 事務受モ事務委毛先



２

　

事業計画

【公益事業１１畜産経営の安定向上を支援し安全で良質な畜産物の生産を促進する
事業

（１） 畜産経営の安定を支援する事業

ア

　

肉用子牛の生産の安定に関する支援

　

肉用牛肥育経営への子牛の安定供給を進め、 国産牛肉の安定した生産が継続して

行われることを日的に、 当協会と補給金の交付契約を締結した肉用牛繁殖経営者に

対し、 子牛の販売価格が国の定める基準価格を下回った場合に、 その差額を補給金

として交付します。

　

また、 円滑な事業実施を図るため、 事業参加者から制度実施に要する経費の一部

を手数料として徴収し、肉用子牛生産者補給金制度の事業推進を図ります。

〔実施予定事業数：２事業〕

Ｎｏ．

　　

１

　　

事業名

　

肉用子牛生産者補給金制度 （Ｒ２～６）

事業種別

　

補助事業

　　　　　　　　　　

補助元 農畜産業振興機構

　　　　　　　　　

事 業 内 容

　　　　　　　　　　　　　　　

事 業 量

肉用子牛生産安定等特別措置法（昭奉６３年法律第９８号） 契約戸数 ３２５戸

に基づき、農畜産業振興機構が実施する肉用子牛生産者 登録頭数 １０，２９０頭

補給金制度において、販売スは自家保留された肉用子牛

に対し、四半期ごとの平均売買価格が保証基準価格を下

回った場合の差額の全額、また平均売買価格が合理化日

標価格を下回った場合の差額の９／１０を補給金として交

付する
また、肉用子牛生産者補給金制度の運営体制を維持する
ためにぬ要な事務を実施する

Ｎｏ．

　　

２

　　　

事業名

　

肉用子牛生産者補給金制度事業手数料

ョ事業種別 Ｌ自主事業

　　　　　　　

１補助元

　

その他

　　　　　　　　　

事 業 内 容

　　　　　　　　　　　　　　　　

事 業 量

肉用子牛生産者補給金制度の事業推進を行うため、制度 対象頭数 １０，２９０頭

実施に要する経費の一部を事業参加者から手数料とし 〈内訳〉

て徴収し、事業の円滑な実施を図る

　　　　　　　　　　　

黒毛布種 ３，５００頭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

そ の 他 １０ 頭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乳用 種 １８０ 頭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

交 雑 種 ６，６００頭



イ

　

肉用牛肥育経営の安定に関する支援

　

肉用牛肥育経営の安定を図ることにより、 国産牛肉の安定した生産が継続して行

われることを日的に、 肥育牛補てん金交付契約を締結した登録生産者に対し、 独立

行政法人農畜産業振興機構の調査により算出される肥育牛１頭当たりの標準的販売

価格が、 同じく算出される標準的生産費を下回った場合に、 その差額の９割を交付

金として交付します。

　

また、 円滑な事業実施を図るため、 事業参加者から制度実施に要する経費の一部

を手数料として徴収し、 肉用牛肥育経営安定交付金制度の事業推進を図ります。
〔実施予定事業数：３事業〕

Ｎｏ． ３ 事業名 肉用牛肥育経営安定交付金制度（Ｒ４～６）

１事業種別１受託事業

　　　　　　　　　

１補助元 １農畜産業振興機構

　　　　　　

１

事業内容 事業量
畜産経営の安定に関する法律（昭和３６年法律第１８３号）

に基づき、農畜産業振興機構が実施する、肉用牛肥育経

営安定交付金制度において、肉用肥育牛の標準的販売価

格が標準的生産費を下回った場合に、その差額の９割を

補てんする制度の 部を受託し、契約生産者が飼参する

肥育牛の個体登録申込み等の事務を行うとともに、交付

基準を満たした品種等について交付金を交付する

契約戸数 １９８戸

登録頭数 ２５，０００頭

Ｎｏ． ４ 事業名 価格安定推進支援事業

１事業種別 １自 主 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １自 乙 資金

　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
肉用子牛生産者補給金制度、肉用牛肥育経営安定交付金

制度等の価格安定事業を円滑に実施するため、事業実施

にぬ要な経費の一部を支払うほか、推進に係る支援を行

つ

（事業推進）
肉用子牛生産者補給金制

度、肉用牛肥育経営安定交

付金制度

Ｎｏ． ５ 事業名 肉用牛肥育経営安定交付金制度手数料

１事業種別 １自 主 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １そ の 他

　　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
肉用牛肥育経営安定交付金制度の事業推進を行うため、
制度実施に要する経費の一部を事業参加者から手数料
として徴収し、事業の円滑な実施を図る

対象頭数 ２５，０００頭



ウ

　

番豚経営の安定に関する支援

養豚経営の安定を図ることにより、 国産豚肉の安定した生産が継続して行われる

ことを日的に、独立行政法人農畜産業振興機構が実施する肉豚経営安定交付金制度

の登録生産者からの委託により、 同制度等の事務推進を行います。

〔実施予定事業数：１事業〕

Ｎｏ． ６ 事業名
肉豚経営安定交付金制度推進事業（生産者事務受託）（Ｒ６
～８）

１事業種別１事務受託

　　　　　　　

１補助元 陰 乙資金

　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
「畜産経営の安定に関する法律」（昭和 ３６年法律第１８３

号）に基づき、農畜産業振興機構が実施する肉豚経営安
定交付金制度について、事業の円滑な推進を図るととも

に、本事業に登録する生産者の経営安定に努めるため、
事務委託契約を締結した生産者の販売等の確認、農畜産

業振興機構への報告等の事務を実施する

対象戸数 ９６戸

対象頭数 ４１７，６４５頭



（２） 畜産経営の向上を支援する事業

ア

　

地域の畜産経営への支援指導

　

畜産経営の高度化に込要な情報の提供や経営分析による指導、 個人・法人等の多

様なニーズに対応した経営指導を行います。

　

また、 既往負債の長期・低利な資金への借り換え計画作成とその計画達成のため

の指導、 資金借入を希望する畜産経営体の経営ビジョンや経営計画作成、 畜産女性

経営者の育成、 収益性・生産性を向上、 労働時間の短縮を図るための機械導入等を

支援するとともに、 生産物の品質向上、 生産情報管理・分析について指導します。

　

さらに、 畜産経営者の経営実績の収集、 経営指導活動の成果を把握するための調

査、 優れた畜産経営者や畜産振興に貢献している団体等の調査を行い、 その結果の

周知・普及を図ります。

〔実施予定事業数：１６事業〕

Ｎｏ． ７ 事業名 地域畜産支援指導等体制強化事業

１事業種別 １補 助 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １地 方 競、馬全 国 協 会

　　　　　　

１

事業内容 事業量
地方競、馬全国協会の支援を受け、畜産経営の高度化にぬ

要な情報の提供や、多様なニーズ に対応した経営指導、一

般消費者への畜産に対する理解醸成のための活動を行

うほか、馬事の振興等の畜産業を振興するための活動を

実施する

対象事業８４事業

Ｎｏ． ８ 事業名 経営流通対策事業（経営指導推進）

１
事 業 種別

‘補 助 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元
１
辞、馬県

　　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
群、馬県が実施する経営流通対策事業（経営指導推進）に
おいて、畜産経営の経営改善計画、資金利用計画等の作

成・達成のための個別支援、畜産経営データ －ス等の情報

化技術を活用した個別・集団支援、畜産経営の高度化に

ぬ要な情報の提供や支援、 個人経営から

　

企業的経営等
の多様なニーズに対応した経営支援等を実施する。 また、
消費者等から求められる安全で安′ｕな国産畜産物の生

産、資源循環の中′Ｑとしての畜産の役割を十分に果たす

観点から、畜産農家が求める経営技術に有用な情報を提

供する

事業等の説明 １０ 回

事業等の確認・実施 １０回

資金融資・資金繰り ５回

計画作成・見直し １０ 回

経営管理・実績検討 ３０回

生産技術 ４０回

飼料生産

　

５回

家畜登録・生産指導 ４５０国

家畜衛生・農場衛生 ４０ 回

畜産環境保全 ５回

経営調査及び情報提供

１，１４０回



Ｎｏ． ９ 事業名 畜産特別資金等推進指導事業

１事業種別１補助事業

　　　　　　　

１補助元１中央畜産会

　　　　　　　

１

事業内容 事業量
中央畜産会が実施する畜産特別資金等推進指導事業に
おいて、畜産特別資金倍炎者の経営の政巻及び安定を図

るため、指導推進協議会の設置、計画達成指導、経営分析

による個別指導、並びに新規倍炎者の経営孜善計画の作

成指導を実施する

対象戸数 ８戸

Ｎｏ． １０ 事業名 畜産クラスター機械導入事業

１事業種別 １受託 事 業

　　　　　　　　　

１
補 助 元

１
中 央 畜 産 会

　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
中央畜産会が実施する畜産・酪農収益力強化整備等特別
対策事業（畜産クラスター事業）の機械導入事業において、畜
産クラスター計画に基づく取組を行う者が生産コストの低減、畜

産物等の高付加価値化、飼料自給率の向上を通じた畜産

経営の収益性向上等にぬ要な機械装置の導入、及び経営

の高度化にぬ要な機械装置の導入にぬ要な費用の一部
を補助する事業の一部を受託し、その円滑な実施を図る

ため、参加要望や申請書等の取りまとめ、申請事務や係
る助言指 導、導入後のフォローァップ、及び事業の推進のため

の事務等を実施する

参加要望数 延べ１２件

取組協議会数 ５か所

Ｎｏ． １１ 事業名 畜産クラスター全国実態調査事業

１事業種別 １受託 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １中 央 畜 産 会

　　　　　　　　　

Ｉ

事業内容 事業量
中央畜産会が実施する畜産・酪農収益力強化整備等特別
対策事業（畜産クラスター事業）の全国実態調査事業の一部を
受託し、畜産クラスターによる取組の全国的な推進を図るた

めにぬ要な取組みを行う事業について、優良な経営管理

技術を有する経営体の経営成果等を調査し、課題解決に
取り組む経営情報を提供する

対象戸数 ３戸



Ｎｏ． １２ 事業名 畜産経営体生産性向上対策事業

ｉ事業種別 １受 託 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １中 央 畜 産 会

　　　　　　　　　

Ｉ

事業内容 事業量
中央畜産会が実施する畜産経営体生産性向上対策事業
（ＩＣＴ 化等機械装置等導入事業）において、酪農及び肉用

牛経営が飼番管理技術の高度化並びに省力化を図るた

め畜産ＩＣＴ機器等先端技術の活用を支援する事業の一

部を受託し、円滑な推進を図るため、事業推進会議の開

催、関係機関等への普及説明、希望する応援会議に情報
提供、要望の取りまとめを実施する

推進会議 １回

応援会議 １か所

対象戸数 １戸

Ｎｏ． １３ 事業名 貸付事業指導等事業

１事業種別 １受 託 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １そ の 他 団 体

　　　　　　　　　

Ｉ

事業内容 事業量
畜産近代化リース協会が実施する畜産近代化リース貸付指導

等事業において、生産者に骨付けた機械・車両等の保守
管理、適正な使用に関する指導、及び調査を実施する事

業の一部を受託し、貸与を受けた機械や車両等の保守管

理状況の確認や調査を実施する

対象戸数 １２戸

Ｎｏ． １４ 事業名 畜産高度化支援リース事業

１事業種別 １ 受 託 事 業

　　　　　　　　　

ｉ補 助 元 一そ の 他 団 体

　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
畜産環境整備機構が実施する畜産高度化支援リース事業に
おいて、生産者にリース物件を貸し付ける事業の一部を受

託し、対象者へのリース料の納入依頼、畜産環境整備機構へ

のリース料の納付、その貸付申請、検収実施、及び指導等を

実施する

対象件数 １件

リース対象機械数１３機



Ｎｏ． １５ 事業名 畜産経営支援指導事業

事業種別

　

自主事業

　　　　　　　　　　

補助元

　

自乙資金

事業内容 事業量
畜産経営の向上を図るため、畜産生産者やｊＡ などの関

係機関を対象に、経営支援、情報提供、資金計画作成、及
び計画達成のための指導や助言等を総合的に実施する

支援指導 延べ６１０回

Ｎｏ． １６ 事業名 公共牧場活性化支援事業

事業種別

　

自主事業

　　　　　　　　　　

補助元

　

自己資金

事業内容 事業量
県内公共牧場等の活性化のため、公共・家畜育成牧場及

び関係者を対象に、良質な飼料生産及び放牧管理向上を
図るための飼料及び土壌分析の実施および研修会を開

催する

現地研修会 １回

飼料及び土壌分析 ４件

Ｎｏ． １７ 事業名 畜産環境保全支援事業

１事業種別１自主事業

　　　　　　　

１補助元１自乙資金

　　　　　　　　

ｌ

事業内容 事業量
堆肥や副資材を生産し提供を希望する畜産農家の情報
を堆肥流通データ ‐スとして登録し、本会ホーム ‐ゾに掲載

して利用希望者とのマンチング、掲載内容の確認調査を実施

する

また、畜産環境保全にぬ要な舞織のかん番を図るため、
堆肥活用に係る研修会を開催し家畜翼尿の適切な処理
を推進する

畜産環境研修会の実施 １

回

堆肥、畜産副資材生産者情

報の提供 通年



Ｎｏ． １８ 事業名 畜産協会情報提供事業

１事業種別 １自 主 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １白 乙 資 金

　　　　　　　　　　

‘

事業内容 事業量
畜産農家の有用な情報等を収集し、生産者、関係団体等
に対 し情報誌として

　

配布するとともに、本会ホームへ
しゾ

等を活用し、生産者・関係団体、消費者等に対し、本会、及

び畜産に関連する有用な情報提供を実施する

「群島の畜産・みんなの情

報室」の発行

　

発行回数及

び部数 年４図６３０部

本会ホーム ‐ゾの運営 通年

正会員に対する情報提供
「畜産コンサルタント」誌の配布

９３先

Ｎｏ． １９ 事業名 女子力発揮支援事業

１事業種別
１
自 主 事 業

　　　　　　　　　

１
補 助 元

１
自 乙 資 金

　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
畜産に経営参画している女性を対象に、各経営者が抱え

る課題の抽出、及びその改善支援を行い、総合的な女子

力発揮に寄与する各種勉強会を開催するとともに、女性

の活躍が期待される現場の視察等を実施する

生産技術、経営管理技術の

向上に関する勉強会・現場

視察の開催

打ち合わせ会議 １回

経営者発表会１回

牧場視察 ２ 回

繁殖和牛審査競技会への
参加 １国

枝肉共進会視察 １回

Ｎｏ． ２０ 事業名 生産技術情報提供事業

１事業種別 １受 託 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １中 央 畜 産 会

　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
中央畜産会が実施する生産技術情報提供事業において、
畜産クラスターの中′ｕ的な経営体の育成にぬ要な指標づくり

のための先進的な経営体等の経営内容調査や、家畜の生

産技術指導に資する情報を整備するため、収集したデータ

の分析結果に基づく助言指導を実施する事業の一部を
受託し、本県における畜産クラスターの中′む的な経営体に対

する調査、及び指導助言を実施する

調査対象戸数 ３戸



Ｎｏ． ２１ 事業名 地域畜産支援指導等体制強化事業に係る委託事業

１事業種別 １受託 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １中 央 畜産 会

　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
中央畜産会が地方競、馬全国協会の補助事業として実施
する地域畜産支援指導等体制強化事業において、道府県
畜産行政と緊密な連携の下に畜産関係団体の連携及び
活性化を図り、厳しい畜産環境下の畜産振興に資するこ

とを日的とした事業の一部を受託し、畜産関係団体との

連携強化、県内活動に対する支援や、生産者等からの経

営相談に応じるための畜産経営相談窓口を設置し、運営

を行う事業を実施する

県域関係団体連携強化会

議開催 ２ 回

中央打合会議参カロ２ 回

畜産会組織間交流・研修会

参加 ３名

Ｎｏ． ２２ 事業名 酪農緊急パワーァップ事業

事業種別

　

受託事業

　　　　　　　　　　

補助元

　

中央畜産会

事業内容 事業量
中央畜産会が実施する酪農緊急パワーァップ事業（酪農労働
省力化対策事業）において、労働負担軽減や飼奉管理技
術の高度化を図る機械装置の導入とそれに伴う一体的

な施設整備を行う事業の一部を受託し、円滑な推進を図

るため、事業推進会議の開催並びに関係機関等への普及
説明等を行うほか、要望のあった応援会議に対して連絡

調整及び事業の推進指導、申請書類の取り纏め等を実施
する

推進会議 １回

協議会数 ２か所
対象戸数 ２戸



イ

　

畜産経営の人材確保と労力負担の軽減に関する支援

　

畜産経営に係る人材確保と労力負担の軽減を図るため、 獣医学を専攻する大学生

に対し、 卒業後、 辞、馬県内で産業動物獣医師として従事することを条件に修学のた

めの資金を給付するとともに、 県内の産業動物獣医師採用情報を収集・提供し、 産

業動物獣医師への就業と人材確保を支援します。
酪農ヘルパー利用組合が雇用等により確保している要員の確保・育成にぬ要な費

用の一部補助、 酪農従事者が病気、 けが等により就業困難となってヘルパー利用が

増加した場合の負担額の軽減のための互助基金の造成とその活用、 ヘルパーの活動

によって発生した財物の破損等を賠償する保険への加入促進と保険料の一部を補助

します。

　

また、 経営者の高齢化等により継続が困難となる経営の第三者継承への支援、 大

規模化により雇用をぬ要としている畜産経営に対して、 人材確保のための職業紹介

や募集にぬ要な支援及び人員育成のための支援を行います。

　

さらに、 畜産経営者等からの輸出相談に応じるための輸出相談窓口の設置と畜産

物輸出に対する理解醸成や意識向上を図るための普及啓発資料の配布を実施します。

〔実施予定事業数：１１事業〕

Ｎｏ． ２３ 事業名 獣医師番成確保修学資金給付事業

１事業種別 １補 助 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元
１ 農 林 水産 省

　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
農林水産省が実施する獣医師養成確保修学資金給付事
業において、産業動物獣医師の高勢化や地域的な偏在、
農業関係団体等における産業動物獣医師の新規参入機
会の減少等の問題が顕在化し、畜産の振興を図る上で障

害となっている現状に鑑み、獣医学を専攻する学生のう

ち、共同負担者を伴う獣医学生に対し、本事業の活用に
っいての説明会の開催や、倍炎希望者の募集活動、獣医

師養成確保修学資金の給付、過去の貸与者の就業状況の
管理等を実施する

対象学生数 １６名

〈内訳〉

継続給付者 １３名

新規給付者

　

３名



Ｎｏ． ２４ 事業名
酪農経営安定化支援ヘルハ０‐事業（酪農経営支援総合対策事
業）【うち組合分】

１事業種別１補助事業

　　　　　　　　　

１補助元 １農畜産業振興機構

　　　　　　

１

事業内容 事業量
農畜産業振興機構が実施する酪農経営支援総合対策事
業（酪農経営安定化支援ヘルノ、０‐事業）の酪農ヘルハ０‐利用組

合が実施する事業のうち、臨時ヘルパーの出役活動や出役

調整などの業務を外部に委託して事務軽減を図る酪農ヘ

ルパー利用組合の取組みに対し、補助金の交付を実施する

対象組合数５組合
〈内訳〉

西部

　

榛名

　

利根沼田

束毛 明友

Ｎｏ． ２５ 事業名
酪農経営安定化支援ヘルノ、し事業（酪農経営支援総合対策事
業）【うち協会分】

１事業種別１補助事業

　　　　　　　　　

１補助元 １農畜産業振興機構

　　　　　　

１

事業内容 事業量
農畜産業振興機構が実施する酪農経営支援総合対策事
業（酪農経営安定化支援ヘルノ、０－事業）において、酪農ヘルハ

ｏ‐

要員や酪農ヘルハ０‐利用組合による酪農の担い手となる人

材の確保と育成を支援し、酪農ヘルハ
ｏ‐利用組合の適切な

運営を支援するため、酪農ヘルハ
ｏ－の職業認沖度向上と要

員確保のための仏いントに参加するとともに、県域の互助

制度にか入する酪農従事者が傷病時等により就業不能
となった際の互助見舞金の交付、就業中の傷害や賠償責

任事故の発生に備えた各種保険加入、酪農ヘルノ、し作業日

報の作成指導等を実施する

対象組合数 １１組合

（全利用組合）

Ｎｏ． ２６ 事業名 酪農ヘルパー傷病時等利用互助事業

１事業種別１補助事業

　　　　　　　　　

１補助元 １農畜産業振興機構

　　　　　　

１

事業内容 事業量
農畜産業振興機構が実施する酪農経営支援総合対策事
業（酪農経営安定化支援ヘルノ、０－事業）において、県域の互

助制度に加入する酪農従事者が、病気やケガ等の傷病時
等により就業不能状態となった際の酪農ヘルパー利用料金

の負担軽減を図るため、加入者が出資した互助基金を原

資とする互助会の加入事務、基金管理、傷病時等利用者
への互助見舞金を交付する

力口入人数 ５４８ 人

〈内訳〉

新視力口入者 １６ 人

継続加入者

　

５３２人



Ｎｏ． ２７ 事業名 酪農ヘルパー労働環境整備事業

１事業種別１補助事業

　　　　　　　　　

１
補助元
１
農畜産業振興機構

事業内容 事業量
農畜産業振興機構が実施する酪農経営支援総合対策事
業（酪農経営安定化支援ヘルハｏ‐事業）において、酪農ヘルパー

の出役中の事故等に備えるため補償制度を整備し、酪農
ヘルノ、ｏ－の由役に起因する事故等が発生した際に適用する

賠償責任保険への加入と、臨時ヘルパーの出役中に発生す

る傷害事故等の補償をする傷害保険への加入手続きを

行うとともに、事故等が発生した場合には円滑に保険適

用がなされるよう事務処理を行い、利用組合が支払う各

種保険の保険料の負担軽減を実施する

賠償責任保険対象組合 １０

組合
臨時ヘルパー傷害保険加入者

数 １５名

Ｎｏ． ２８ 事業名 酪農ヘルパー事業円滑化支援事業

１事業種別 １特別 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １目 乙 資 金

　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
酪農ヘルパー事業の安定的かつ継続的な実施を推進するた

め、利用組合の出役活動を円滑に行うために要する経費

を出役回数に応じ補助するとともに、広域的な酪農ヘルパ

ー要員の利用調整を推進し効率的な利用組合の運営を図
るため、他利用組合から出役要請を受けた酪農ヘルパー要

員を出役させる際にぬ要とする経費補助を行う

対象組合数９組合
〈内訳〉

西部 東部

　

赤城酪連 利根

沼 田デーリイヘルパー

　

榛名

　

辞

中酪

　

束毛酪農

　

高崎市は

るな

　

明友

Ｎｏ． ２９ 事業名 畜産人材確保育成事業

１事業種別 １自 主 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 ‘目 乙 資金

　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
畜産農家の雇用の促進を図るため、雇用を希望する畜産
農家の情報掲載、 無料職業紹介事業を実施する
また、農外からの新規参入支援、第三者への経営継承の

ための

　

続農相談や募集活動等の広報啓発活動、 第三者
経営継承を行う農協等に対し、経営継承に係るコンサルティン

グ活動を実施する

県就農相談窓ロとの連携

による広報啓発活動の実

施 ３回

就農・就業希望者を対象と

した現場研修等の実施

５日Ｇ帯在タイプ・通いタイプ）

畜産求人のＨＰ掲載 ２４回

（月２回×１２か月）



Ｎｏ． ３０ 事業名 畜産生産体制支援事業

事 業 種 別

　

自 主 事 業

　　　　　　　　　

－
補 助 元

‐
目 乙 資 金

　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
畜産生産者の生産活動を支援する体制（ヘルノ、Ｌ

　

等）の設

立等を希望する地域に対し、情報提供や指導、ァドノゞイスを

行うな ど、設立に係るコンサルティング を行うほか、酪農ヘルノ、
し

利用組合の維持を図るため、酪農ヘルノ、し事業連絡協議会

を運営し、利用組合に対し酪農ヘルパー事業に対する助言

指導を実施する

酪農ヘルパー事業連絡協議会

の開催 １回

肉用牛ヘルパー組織等立上支

援 要請対応

Ｎｏ． ３１ 事業名 産業動物獣医師就業支援事業

１事業種別 １自 主 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １自 乙 資金

　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
県内で産業動物獣医師を希望する獣医学生の就業機会
を支援するため、産業動物診療施設等に対して、インターンシッ
フｏの受入や求人募集、採用計画等の調査や獣医学生へ情
報提供を実施し、産業動物獣医師の確保・育成を支援す
る

採用予定情報の提供・インター

ンシッフｏ情報調査 ２回

調査対象

　

県内産業動物獣

医師 ７６戸

採用予定情報、インターンシッフ
ｏ

受入状況の提供
（ＨＰ、問合せ対応）

Ｎｏ． ３２ 事業名 酪農ヘルパー傷病時等利用互助事業事務費

１事業種別 １自 主 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １目 乙 資金

　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
酪農ヘルパー傷病時等互助事業における見舞金の交付業務
を円滑に実施するため、実施に要する経費を負担する

年４回

（四半期ごとの互助見舞金

の交付に要する振込手数

料の支払い）



Ｎｏ． ３３ 事業名 畜産物輸出対応生産円滑化緊急対策事業

１事 業種別 １受 託 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １そ の 他 団 体

　　　　　　　　　

ー

事業内容 事業量
一般社団法人日本畜産物輸出促進協会が地方競、馬全国
協会の補助を受けて、道府県畜産行政と緊密な連携の下
に畜産物輸出に対する畜産経営者の理解醸成等を図り、
もって畜産物輸出の促進に資することを日的とする事

業のうち、一部の業務を受託し、畜産経営者等からの輸

出相談に応じるための輸出相談をロの設置と畜産物輸

出に対する理解醸成や意識向上を図るための普及啓発
資料の配布を実施する

畜産経営者及び関係団体

等に対する普及啓発資料

の配布 ５０戸



（３） 家畜及び畜産物の安全性確保と理解醸成を図る事業

ア

　

畜産及び畜産物への理解醸成

　

消費者等に対し、 畜産及び畜産物の安全性確保と理解醸成を図ることを日的に、
畜産及び畜産物へ消費者を対象にした畜産及び畜産物に関する研修会や体験交流会
の開催、 山羊乳の消費に関する調査、 検討を行うとともに、 ィベントにおける畜産

物の崇番弁織に関する啓発資料の作成・配布及び畜産物の無償配布、 畜産堆肥の有
機質肥料としての有用性に関する啓発資料の作成・配布などを通じて消費者の畜産
への理解醸成及びリスクコミュニケーション確保のための活動を行います。

　

また、 畜産の振興を担う地方競馬場において冠レースを開催し、 畜産への理解醸

成を図ります。

〔実施予定事業数：５事業〕

Ｎｏ． ３４ 事業名 生産振興対策事業（県産鶏卵販売強化）

１事業種別 １補 助 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １辞、馬県

　　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
辞、馬県が実施する生産振興対策事業（県産鶏卵販売強
化）において、県産銘柄卵を含む県産鶏卵の消費者に広

く普及し、県産鶏卵の消費拡大を図るため、銘柄卵の消

費啓発資料の作成のための調査及び啓発資料の作成を
行うとともに、一般消費者を対象とした銘柄卵の普及・

消費拡大活動を行う

県産鶏卵生産者の調査及

び銘柄卵冊子作れ １回

鶏卵販売強化活動 １回

Ｎｏ． ３５ 事業名 地方競、馬支援対策事業

１事業種別 １自 主 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １目 乙 資金

　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
浦和競、馬組合及び埼玉県畜産会の協力のもと、群馬県、馬

事振興協議会が主催する冠レースにおいて副賞を投与する

とともに、埼玉県、長野県、栃木県の畜産会組織と連携

し、浦お競馬場において「畜産フェァ」、南関東４競、馬場のホ‐

ムへ０‐ゾ 上の専用サイトにおいて「ＷＥＢ 畜産フ″」を開催し、
地方競馬ファンに対し、地方競、馬と畜産振興について広報

活動を行い、地方競馬に対する支援を行う

冠レースの実施 浦条競馬場１

回

ぐんま畜産フェァ（辞、馬県、馬事

畜産振興協議会主催）の開

催への協力 １ 回



Ｎｏ． ３６ 事業名 牧場体験交流事業

事 業 種別

　

自 主 事 業

　　　　　　　　　

１
補 助 元

１
目 乙 資 金

　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
一般消費者の親子を対象に、畜産への興味関′Ｑと理解醸

成を図るため、酪農場において、搾乳、飼料給与、畜産物

加工などの体験交流を通じて、畜産物の生産現場や畜産

の果たしている役割などを学習する体、験型イ ントを実施

する

日帰型 １回７組

１泊型 １図 １０ 組

Ｎｏ． ３７ 事業名 環境にやさしし・辞、馬の畜産普及啓発事業

事業種別

　

自主事業

　　　　　　　　　　

補助元

　

目乙資金

事業内容 事業量
一般消費者を対象に、、馬事や畜産への理解醸成を深める

ため、畜産や、馬奉畜産振興に係る資料等を配布する
また、畜産たい肥の有用性について理解を深め、利用を

促進するため、本会ホームヘ
ルゾ「たい肥生産所在地マッフ０」に

おいて、たい肥生産者の情報を提供する

畜産関係のイベント開催時に

畜産及び、馬事振興に係る

普及啓発活動の実施 臨時

畜産関係イへいントへの参加 １

回

堆肥マップの記載・修正申し

込みの取りまとめ

　

通年実

施
堆 肥マッフ

ｏ等の資料配布 １

回

Ｎｏ． ３８ 事業名 山羊活用調査事業

１事業種別 １自 主 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １自 乙 資 金

　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
群馬県内で飼養されている山羊から生産される山羊乳

を活用し、消費者に提供する可能性および方法について

調査・検討を行う

現地視察 ２回

ァンヶ→調査の実施３００名分

生産者意見交換１２日



イ

　

家畜及び畜産物の安全性確保

　

消費者や生産者の信頼を確保するため、新たな基準により伝達性牛海綿状脳症（Ｂ
ＳＥ）対策の有効性を監視する「死亡牛ＢＳＥサーベイランス」において、今お６年

４月以降の実施にぬ要なＢＳＥ検査及び同検査の採材等に関して、 検査促進費及び

検体提供費の助成を行うほか、 牛せき柱の適正な管理を実施した食肉処理業者に対

し促進費を交付し、 特定危険部位の適正管理の促進を図ります。

〔実施予定事業数：２事業〕

Ｎｏ． ３９ 事業名 牛疾病検査円滑化推進対策事業

事業種別 １補 助 事 業

　　　　　　　　　

１
補 助 元

１
農 林 水産 省

　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
農林水産省が実施する家畜衛生対策事業（牛疾病検査円

滑化推進対策事業）において、消費者や生産者の信頼を
確保する日的で実施されていた、９６か月勢以上の牛海

綿状脳症（ＢＳＥ）検査基準が見直され、今や６年度から
新たな基準により死亡牛のＢＳＥ検査の円滑かつ的確

な実施を日的として、ＢＳＥ検査対象牛の検体提供費お

よび検査料について負担軽減を行う

事業推進協議会の開催 １

回

交付頭数 死亡牛３０頭

Ｎｏ． ４０ 事業名 牛せき柱適正管理推進事業促進費交付業務

１事業種別 １受 託 事 業

　　　　　　　　　

１
補 助 元

１
そ の 他団 体

　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
日本畜産副産物協会が実施する牛せき柱適正管理推進

事業（牛せき柱適正管理等推進事業）において、特定危険

部位である牛せき柱の適正な管理を実施した食肉処理

事業者に支払われる促進費を交付する事業の一部を受

託し、交付にぬ要な確認事務、交付業務等を実施する

対象事業者数 ４社

交付対象分割票予定枚数
７０，５２０ 枚



ウ

　

家畜の悪性疾病による損失対策

　

悪性の家畜伝染病など、指定する疾病が発生した場合に、飼参する乳牛、肉牛、豚

の淘汰した後、 経営の再建を図ることを日的に、 畜産経営者に対して事業内容の周

奔、 事業への参加の呼びかけ、 事業への参加手続等を支援します。

　

また、 家畜疾病が発生した際、 家畜の殺処分等を行った畜産経営体に対し、 経営

再開にぬ要な経費等を支援する互助金交付にぬ要な委員会を設置し、互助金交付単
価の設定及び、 再生産に向けた導入計画の認定等を行います。

〔実施予定事業数：２事業〕

Ｎｏ． ４１ 事業名 家畜防疫互助基金支援事業

１事業種別 １受 託 事 業

　　　　　　　　　

ー補 助 元 １中 央 畜 産 会

　　　　　　　　　

Ｉ

事業内容 事業量
中央畜産会が実施する家畜防疫互助基金支援事業（Ｒ０６

～Ｒ０８年度の業務対象年間）において、都道府県段階事
業推進業務の一部を受託し、家畜伝染病のうち、口蹄疫、
牛疫、牛肺疫、ァフリカ豚熱（ＡＳＦ）、豚熱（ＣＳＦ）が発生した場

合に、淘汰した牛、豚の代替畜の導入費用の一部を生産

者等が互助補償する全国的な仕組みについて、生産者等

に対し、本事業の普及啓発、追加の参加手続き事務等を

実施する

牛５７０戸

申込頭数８３，４００頭

豚 １４０戸

申込頭数５８３，５００頭

事業期間における本事業

の周知活動等を実施

Ｎｏ． ４２ 事業名 家畜防疫互助基金支援事業（交付業務）（Ｒ３～Ｒ５）

事 業 種別

　

受 託 事 業

　　　　　　　　　

１
補 助 元

１
中 央 畜 産 会

　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
中央畜産会が実施する家畜防疫互助基金支援事業にお
し・て、県域における対象疾病（口蹄疫、牛疫、牛肺疫、ァフリカ

豚熱（ＡＳＦ）、豚熱（ＣＳＦ））が発生した農場への互助金交付

業務の一部を受託し、対象疾病が発生した農場の互助金

交付申請にあたり、事業対象者への申請書類等の作成指
導や支援を行う事業を実施する

認定委員会の開催 １回



ェ

　

農場の生産衛生の強化

　

清浄化が難しく伝播力が強いため個別経営の取り組みだけでは十分な効果が得ら

れにくい牛豚の伝染性疾病等の発生・流行を防止して畜産物生産の安定を図ること

を日的に、 検査、 予防接種、 生産衛生の強化にぬ要な費用の一部を補助します。

　

また、 豚熱 （ＣＳＦ） 対策として野生イノシシへの軽ロワクチン野外散布のため

の協議会運営事業を実施するほか、 今条元年度に実施されたＡＳＦ侵入防止緊急支
援事業について、 整備施設の利用・管理状況等についてのフォローアップを行いま

す。

〔実施予定事業数：３事業〕

Ｎｏ． ４３ 事業名 家畜生産農場衛生対策事業

１事業種別１補助事業

　　　　　　　

１補助元１農林水産省

　　　　　　　

ｌ

　　　　　　　　　

事 業 内 容

　　　　　　　　　　　　　　　　

事 業 量

農林水産省が実施する家畜衛生対策事業（家畜生産農場

　

事業推進会議開催 ２ 回

衛生対策事業）において、家畜生産農場における飼番衛

　

ヨーネ病自主とぅ汰 １０頭

生 管 理 の 向 上 を 図 る た め、ヨーネ病、牛 伝 染 性リンハ
ｏ自重

　

ＥＢＬ検査 ５，４００頭

（ＥＢＬ）、牛ウイルス性下痢（ＢＶＤ）のまん延防止及び清浄化の

　

ＥＢＬ自主とぅ汰 ２頭

ための検査や自主的なとぅ汰の推進、氏間獣医師等の専

　

ＥＢＬ対策資材費 １か所

門家による農場における飼番衛生管理基準に基づいた

　

ＢＶＤ検査 １，８００頭

衛生管理指導、物バネ病の発生を予防するためのワクチン楼

　

ＰＩ牛自主とぅ汰１０頭

種費用について負担軽減を行う事業を実施する

　　　　　

ＢＶＤワクチン接種 ５００頭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

農 場 指 導 ９０農場 １８０回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ァカバネ病ワクチン接 種

　

７，０００ 頭

Ｎｏ． ４４ 事業名 鮮、馬県ＣＳＦ経口ワクチン対策協議会運営事業

１事業種別ｉ受託事業

　　　　　　　

ｉ補助元１その他

　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　

事 業 内 容

　　　　　　　　　　　　　　　

事 業 量

辞、馬県ＣＳＦ経口ワクチン対策協議会が実施する、豚熱（ＣＳＦ） 協議会構成団体

ウイルスの野生イノシシへの感染拡大による拡散を防止する軽 事務局及び会計業務

口ワクチン散布対策事業において、経口ワクチン散布等を実施す

る県協議会の事務局運営を行い、事業実施にぬ要な会計

事務等を実施する



Ｎｏ． ４５ 事業名 ＡＳＦ侵入防止緊急支援事業推進事業

１事業種別 １自 主 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １目 乙 資金

　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
平成３１（今春元）年度に農畜産業振興機構及び辞、馬県が
実施したァフリカ豚コレラの国内侵入、及び農場のバイオセキュリティ

の強化を図るために番豚場の衛生管理区域に野生イノシシ

等の侵入防止柵を設置する事業について、処分制服期間

中の管理、 及び利用状況の確認・報告、書類の保管状況
の確認、 及び財産処分に係る事務手続きを実施する

処分制限期間中の防護柵

を管理するための取組主

体および養豚経営体への

支援 通年

取組主体数 １７団体

番豚経営体数 １６４戸



オ

　

家畜の衛生管理の強化

　

家畜の衛生管理の強化、 疾病の清浄化及び予防による畜産物の生産の安定を図る

ことを日的として、自衛防団体等が実施するワクチン接種の推進、豚熱（ＣＳＦ）等

の家畜伝染病発生時の対応等を円滑に行うための演習・研修の実施、 農場ＨＡＣＣ

Ｐ認証、畜産ＧＡＰを普及するための構築支援体制の整備、調査・指導、野生獣の家

畜に影響を及ぼす疾病の保有状況等についての調査、 豚疾病防止のための獣医師に

よる巡回指導、、馬の飼参考等への衛生管理に関する調査・講習会、及び、ハチミツの

安全性確保のための検査等について支援します。

〔実施予定事業数：１０事業〕

Ｎｏ． ４６ 事業名 生産振興対策事業（優良はちみつ生産）

１事業種別 １補 助 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １辞、馬県

　　　　　　　　　　　　

Ｉ

事業内容 事業量
辞、馬県が実施する生産振興対策事業（優良はちみつ生
産）において、県産はちみつの品質向上を図るため、養蜂

生産者が生産したはちみつの抗生物質等の残留検査を

実施する

抗生物質の残留検査

９０検体

Ｎｏ． ４７ 事業名 家畜防疫・衛生指導対策事業

１事業種別 １助 成 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １中 央 畜 産 会

　　　　　　　　　

Ｉ

事業内容 事業量
中央畜産会が実施する家畜防疫・衛生指導対策事業にお
いて、家畜伝染病の発生予防、まん延防止等を確実かつ

効率的に実施するため、国家防疫措置に併せて、重要な

家畜疾病を対象とした防疫演習、慢性感染症対応等の自
衛防疫活動を推進するとともに、家畜衛生の向上と家

畜・畜産物の安全性を確保するため、農場 ＨＡＣＣＰ認証
取得のための構築支援や農場 ＨＡＣＣＰ に係る研修会の

開催等を総合的に実施する

防疫演習

県域１同

　

地城５回

牛伝染性リンパ腫対策

９農場

マイコプラズマ対 策 ３農場
農場ＨＡＣＣＰ研修会 １回

農場 ＨＡＣＣＰ構築・継続支

援 ５農場



Ｎｏ． ４８ 事業名 、馬飼番衛生管理特別対策事業

１事業種別１助成事業

　　　　　　　

１補助元１中央畜産会

　　　　　　　

１

事業内容 事業量
中央畜産会が実施する、馬飼番衛生管理特別対策事業に
おいて、競走、馬を除く、馬の飼養衛生管理の実態を把握

し、飼養衛生管理技術の向上を図るため、県内の、馬飼番

状況及び衛生管理状況に関する実態調査、、馬の飼養衛生

管理に関する知識の普及啓発に係る技術地方講習会、馬
臨床診断技術の向上に係る、馬臨床実習伝達講習会を開
催する

整備委員会の開催 １ 回

鳥獣医療実態調査 ４７戸

講習会の開催 ２回

Ｎｏ． ４９ 事業名 、馬伝染性疾病防疫推進対策事業

１事業種別１助成事業

　　　　　　　　　

１補助元 １中央畜産会

　　　　　　　　　

Ｉ

事業内容 事業量
中央畜産会が実施する馬伝染性疾病防疫推進対策事業
において、、馬防疫の推進を図るため、競走、馬以外の乗用

、馬等の馬インフルエンザワクチン、及び繁殖牝、馬の馬鼻肺炎ワクチン

接種を推進し、当該ワクチン接種に要した経費の一部につい

て助成金を交付を実施する

助成金交付戸数 １９戸

助成金交付頭数 ３４０ 頭

Ｎｏ． ５０ 事業名 育成、馬等予防接種推進事業

１事業種別１助成事業

　　　　　　　

１補助元１中央畜産会

　　　　　　　

－

事業内容 事業量
中央畜産会が実施する馬伝染性疾病防疫推進対策事業

において、、馬防疫の推進を図るため、競走、馬以外の乗用

、馬等の、馬インフルエンザワクチン、及び繁殖牝、馬の、馬鼻肺炎ワクチン

接種を推進し、当該ワクチン接種に要した経費の一部につい

て助成金の交付を実施する

予防接種頭数 １３５頭



Ｎｏ． ５１ 事業名 農場飼養衛生管理強化推進事業

ｉ事業種別１自主事業

　　　　　　　

－補助元 旧 乙資金

　　　　　　　

１

事業内容 事業量
家畜生産農場の衛生強化のため、国補助事業の家畜生産

農場衛生対策事業に該当しなぃ農場を対象に、氏間獣医

師等の専門家による農場における飼養衛生管理基準に
基づき衛生管理指導を実施し、牛もしくは豚飼参考が実

施する飼番衛生管理の向上のための取組を推進する

家畜生産農場衛生対策事
業対象外の衛生管理指導

１５農場３０回

獣医師が実施する農場指

導内容の情報共有農場数

１０５農場

Ｎｏ． ５２ 事業名 家畜衛生推進事業

１事業種別 １自 主 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １そ の 他

　　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
農林水産省が実施する家畜生産農場衛生対策事業を、自

衛防疫団体や公共牧場が円滑に事業を実施できるよう、
自衛防団体等へ予防接種に要した費用の請求、ワクチン供給

業者へのワクチンイモの支払い、従事獣医師への技術料の支払

い、公共牧場での予防接種に係る支援を実施する

対象自衛防疫団体等 ３１団

体及び公共牧場（浅間家畜

育成牧場）

予防接種実施予定頭数

１０，０００頭

Ｎｏ． ５３ 事業名 農場ＨＡＣＣＰ・畜産ＧＡＰ推進事業

１事業種別１自主事業

　　　　　　　　　

１補助元 １自乙資金

事業内容 事業量
本県における農場ＨＡＣＣＰ及び畜産 ＧＡＰの普及と、認

証を希望する畜産生産者等の認証構築支援を円滑に支
援するため、農場 ＨＡＣＣＰ及び畜産 ＧＡＰに係る情報提

供を行うとともに、本会職員の農場 ＨＡＣＣＰ 及び畜産
ＧＡＰの指導員、審査員等の資格取得を推進し、資格保有
者が適切に構築支援を行えるよう、力量向上、更新等に

よる資格の維持等を実施する

【農場ＨＡＣＣＰ】

．農場指導員養成研修

受講計画者数 １名

・審査員養成研修

受講計画者数６名

・力量向上研修

受講計画者数９名

【ＪＧＡＰ】

．指導員基礎研修

受講計画者数１名

・団体認証研修



Ｎｏ． ５４ 事業名 地域養豚生産衛生向上対策支援事業

１事業種別 １助 成 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元
１
中 央 畜産 会

　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
中央畜産会が実施する地域養豚生産衛生向上対策支援

事業において、国内での豚熱の発生、隣国地域のァフリカ豚

熱などの悪性伝染病の流行を踏まえ、養豚農場における

衛生管理を徹底し、生産性を著しく阻害するＰＲＲＳ、豚サ

ーコウイルス性感染症などの疾病の発生低減を図り生産性を

向上させることが喫 緊の課題となっていることから、国

内豚主要生産地域の農場を含む自衛防疫組織が、これら
の疾病の発生低減・清浄化のため、状況に適応した対策

の計画を立案し取組を実施する際に要する経費の一部

を助成する

・地域養豚生産衛生向上対

策事業
推進会議の開催 ３回

・地域生産衛生対策実施事

業
ァ 巡回指導 ３５農場

イ着地検査 ３５回

ウモニタリング検査 ３５農場

工 強化モニタリング検査

　

７０頭

オ清浄化推進検査 １回

・農場全体モニタリング１農場

（執き取り検査（ＰＲＲＳ

　

大

腸菌群））

Ｎｏ． ５５ 事業名 野生獣衛生対策促進事業

Ｌ事業種別１助成事業

　　　　　　　

１補助元１その他団体

　　　　　　　

１

事業内容 事業量
家畜衛生対策協議会（事務局：中央畜産会）が実施する野
生獣衛生対策促進事業において、家畜衛生関係者と連携
して野生獣衛生対策を推進するため、衛生技術連絡協議

会を開催するとともに、畜産農家等の飼養衛生管理に対

する意識の向上を図る情報交換や講習会の開催、狩猟

者、野生獣処理技術者との連携・協力を図り捕獲野生獣

の検査、材料採取、検体の検査機関への送付、検査結果の

取り纏め等を実施する

地域衛生技術連絡協議会
の開催

　

２回

野生獣講習会の開催 １ 回

受講計画者数４名

・審査員研修

受講計画者数８名

・定期および特別研修

受講計画者数４名



（４） 家畜の能力向上を促進する事業

　

家畜の能力向上を促進するため、 家畜の血統登録の促進を図り、 家畜改良の成果

を競う畔、馬県畜産共進会、 北海道で今条７年度に開催される第 １６ 回全日本ホルス
タイン共進会、及び、今春９年度に開催される第１３回全国和牛能力共進会の出品対

策を実施します。また、和牛の高齢の繁殖雌牛から、増体や肉質に優れた若い繁殖雌

牛への牛辞転換の支援、 優良繁殖和牛の作出‘保留のためのゲノミック評価の活用
推進のほか、 乳用牛のＳＮＰ（スニップ） 検査推進事業など、 遺伝形質の評価を促進

するための支援等を総合的に実施します。

　

また、 今中 ３年度の畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（生産基盤拡大加速
化事業（肉用牛））において、取組主体（クラスター協議会）の構成員が設定した成果日標
に対する達成状況のとりまとめ等を行います。

〔実施予定事業数：１５事業〕

Ｎｏ． ５６ 事業名 生産振興対策事業（家畜登録促進）

１事業種別
１
補 助 事 業

　　　　　　　　　

－
補 助 元

１
鮮、馬県

事業内容 事業量
群、馬県が実施する生産振興対策事業（家畜登録推進）に
おいて、効果的な家畜改良を進めるため、家畜の血統整

理や登録・登記を推進するとともに、審査員等の有資格

者の育成、また番成に係る研修会等への研修を実施する

事業推進会議の開催 １ 回

生産振興委員会の開催４回

技術向上講習会等への派

遣等 ５ 回 ７名

ブロック会議等への参加 ３ 回

５名

研修会の開催

　

３

　

回延べ

１００名

Ｎｏ． ５７ 事業名
生産振興対策事業（乳牛等孜良促進）・（２）辞、馬県畜産共進会

（乳牛の部）

１事業種別 １補 助 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １畔、馬県

　　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
鮮、馬県が実施する生産振興対策事業（乳牛等改良促進）
において、生産者の日々の孜哀成果を競い選抜し展示し

その成果を称えることで、今後の孜哀の促進を図る「群

馬県畜産共進会（乳牛の都）」を開催する

群馬県家畜共進会（乳牛の

部）の開催（今春６年１０月）



Ｎｏ． ５８ 事業名
生産振興対策事業（乳牛等改良促進）・（３）辞、馬県畜産共進会

（繁殖和牛の部）

１事業種別 １補 助 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １鮮、馬県

　　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
辞、馬県が実施する生産振興対策事業（乳牛等孜良促進）
において、生産者の日々の孜哀成果を競い選抜し展示

し、 その成果を称えることで、今後の改良の促進を図る

「辞、馬県畜産共進会（繁殖和牛の都）」を開催する

群馬県家畜共進会（繁殖粂
牛の都）の開催（今春６年１０

月）

Ｎｏ． ５９ 事業名
生産振興対策事業（乳牛等改良促進）・（５）群馬県畜産共進会

（山羊の部）

１事業種別｛補助事業

　　　　　　　

１補助元 １辞、馬県

　　　　　　　　　

ｌ

事業内容 事業量
辞、馬県が実施する生産振興対策事業（乳牛等改良促進）

において、生産者の日々の改良成果を競い選抜し展示

し、 その成果を称えることで、今後の改良の促進を図る

「辞、馬県畜産共進会（ＪＪ羊の都）」を開催する

辞、馬県家畜共進会（山羊の

都）の開催 １回（今春６年８

月）

Ｎｏ． ６０ 事業名 生産振興対策事業（全国和牛能力共進会出品対策）

１事業種別 １補 助 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元
１辞、馬県

　　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
群馬県が実施する生産振興対策事業（全国条牛能力共進
会出品対策）において、第 １３

　

回全国和牛能力共進会（北

海道大会）に係る研修会の開催、出品に対する指導等を

行う出品対策を実施するとともに、出品対策協議会や出

品対策運営委員会、出品対策部会及び部会構成班（種牛
班・肉牛班）等の各種会議の開催支援等にっぃて包括的

に実施する

研修会・講習会の開催１回

出品対策協議会の開催 １

回

出品対策都会の開催１回

種牛班会議 ２回

肉牛班会議 ２回

巡回調査 ２ 回（延べ １０組
合見込）



Ｎｏ． ６１ 事業名 和牛全共出品対策事業

１事業種別 １特別 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １そ の 他

　　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
全国和牛登録協会主催の第１３回全国和牛能力共進会に
おいて、俊秀な成績を収め肉牛県辞、馬の名声を高めるた

め、その出品対策を組織的に行うと共に優良繁殖雄牛の

計画的造成に取り組むことにより本県繁殖雌牛基盤強
化を図り、肉用牛農家の地位向上と経営安定に資する

（１）出品対策協議会、出品対

策部会、種牛班、肉牛班の

開催
（２）講習会の開催

（３）出品希望農家への巡回

指導

Ｎｏ。 ６２ 事業名 育種価評価活用促進事業

１事業種別 １特別 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １そ の 他

　　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
黒毛本権繁殖雌牛の育種価の評価・解析・公表を行い、こ

れを活用した黒毛条種の遺伝的資源の維持向上を推進
することにより、本県における県内黒毛糸種の繁殖基盤

強イ乙を図る

（１）枝肉成績等（産肉データ、
販売データ、血統情報）の収

集・取り纏め及び分析

育種価データ数 １１０，０００件

評価予定頭数 ５，０００ 頭（繁
殖雌牛及び種雄牛）

（２）育種価評価を活用推進

するための研修会開催 １

回

Ｎｏ． ６３ 事業名 家畜共進会運営強化推進事業

１事業種別 １特別 事 業

　　　　　　　　　

１
補 助 元

１
そ の 他

　　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
家畜共進会の円滑な運営と家畜孜良の推進を図るため、
県内の各地域家畜共進会・実行委員会等が行う家畜共進
会関連事業に対して、実施にぬ要な費用の一部について

助成金の交付を実施する

対象共進会５件



Ｎｏ． ６４ 事業名 肉用牛産肉能力平準化促進事業

１事業種別１受託事業

　　　　　　　

１補助元１その他団体

　　　　　　　

１

事業内容 事業量
家畜改良事業団が実施する

　

肉用牛産肉能力平準化促進

事業におし・て、家畜改良事業団が所有する種雄牛と県内

で飼番される雌牛から計画的に候補種雄牛を生産・取得
するため、候補種雄牛と県内で飼参される雌牛とで行わ

れる調整交配の手配、及び検定用調査牛の取りまとめを

実施する

交配計画頭数 ６３頭

（前期３１頭、後期３２頭）

生産子牛頭数

　

５０頭

Ｎｏ． ６５ 事業名 肉豚生産活用支援事業

１事業種別 １自 主 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １目 乙 資 金

　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
肉豚の生産振興及び活用を図るため、県内誉豚生産者を

対象とした肉豚の生産活用に関する講習会を開催する

肉豚生産活用講習会

１回

Ｎｏ． ６６ 事業名 家畜共進会褒賞交付事業

１事業種別 １自 主 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １自 己 資 金

　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
畜産業の振興と家畜改良の促進を図るため、地区及び地

域で実施する畜産共進会の上位出品畜に対し褒賞を授
与するとともに、本会が実施する辞、馬県畜産共進会（乳

牛の都、繁殖和牛の部）の農林水産祭への参加手続きを

行う

共進会等 ５回

農林水産大臣賞 ２ 点（乳牛

１点 繁殖お牛１点）

Ｎｏ． ６７ 事業名 乳用牛ＳＮＰ検査推進事業

事業種別

　

特別事業

　　　　　　　　　　

補助元

　

その他

事業内容 事業量
乳用牛体型調査及び牛辞審査において、高得点（８１ 点以
上）を得た初産牛産子の生産性向上に図ろうとする経営

体に対し、ＳＮＰ検査に必要な経費を補助し、ＳＮＰ検査結

果より算出したゲバック評価値の活用を推進する

補助対象予定頭数 ３０頭



Ｎｏ． ６８ 事業名 生産基盤拡大加速化事業

１事業種別 １自 主 事 業

　　　　　　　　　

１補 助 元 １自 乙 資金

　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
全国肉用牛振興基金協会が実施した今条３年度の畜産・
酪農収益力強化整備等特別対策事業（生産基盤拡大加速
化事業（肉用牛））において、取組主体（クラスター協議会）の構

成員が設定した成果日標に対する成果実績の達成状況
報告に基づき、適正な執行に係る確認事務を実施する

成果日様に対する成果実

績のとりまとめ １回

（今中３年度に実施した事

業の事業成果 （日標年度：

今春５年度）を取り纏め報

告）

Ｎｏ． ６９ 事業名 優良繁殖雌牛更新加速化事業

Ｌ事業種別１受託事業

　　　　　　　

１補助元１その他団体

　　　　　　　

１

事業内容 事業量
全国肉用牛振興基金協会が実施する

　

畜産・酪農収益力

強化整備等特別対策事業（優良繁殖率牛更新力口速化事
業）において、高勢の繁殖雌牛から、増体や肉質に優れた

若い繁殖雌牛への牛辞の転換を支援する事業の一部を
受託し、畜産クラスター計画に基づき繁殖雌牛を更新した取

組主体の構成員に対し、適正な執行に係る取り纏め、確

認事務、及び奨励金を交付する事務を実施する

事業説明会の開催 １ 回

対象戸数 １００戸

対象頭数 ４００頭

Ｎｏ． ７０ 事業名
生産振興対策事業（乳牛等改良促進）・（７）全日本ホルスタイン共進

会
１事業種別 １補 助 事 業

　　　　　　　　　

ｉ
補 助 元

１
群、馬県

　　　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
畔、馬県が実施する生産振興対策事業（乳牛等孜哀促進）
において、今春 ７ 年１０月 ２５ 日に北海道にて開催され

る第 １６

　

回全日本ホルスタイン共進会の円滑な出品を図るた

め、関係者の会議や研修会開催等の各種出品対策支援を
包括的に実施する

推進会議の実施 ２ 回

研修会の実施

　

１回



【収益事業１１畜産に関する収益事業

（１） 家畜登録団体からの業務受託に関する事業

　

家畜の血統登録を行う団体から業務の一部を受託し、 畜種ごとに定められた登録

規程等に基づき、登録申し込みのあった家畜の個体の確認、体型・特徴の記録、ＤＮ

Ａ検査のための試料の採取、血統の確認、登録手続、登録料のィ 行収受、登録証の送
付等の業務を行います。

〔実施予定事業数：６事業〕

Ｎｏ． ７１ 事業名 家畜登録事業（琴レキ・ホルスタイン）

１事業種別１家畜登録

　　　　　　　　　

１補助元 １畜産登録団体

　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
登録等の申し込みのあった家畜（ホルスタイン種）の個体の確

認、体型・特徴の記録、遺伝子検査のための試料採取、血

統の確認、登録料の代行収受、登録手続き、登録証や各種
証明書の発行、送付等を実施する

登録（個体）

ホルスタイン種

　

３，６００頭

その他の証明書等（延べ）

ホルスタイン種 １，５６０件

Ｎｏ． ７２ 事業名 家畜登録事業（乳牛・ジャージー）

１事業種別 １ 家畜 登 録

　　　　　　　　　

１
補 助 元

１
畜 産 登録 団 体

　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
登録申込みのあった乳牛（ゾヤーゾー種）の個体の確認、体

型・特徴の記録、遺伝子検査のための試料採取、血統の確
認、登録手続、登録料の代行収受、登録証の送付等の事務
を実施する

登録（個体）

シキーゾー種 ３５頭

その他の証明書等（延べ）

ゾヤーゾー種

　

３５頭

　

５ 件

Ｎｏ． ７３ 事業名 家畜登録事業（和牛）

１事業種別１家畜登録

　　　　　　　　　

１補助元１畜産登録団体

　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
登録申込みのあった家畜（黒毛お種）の個体の確認、体

型・特徴の記録、検査のための試料採取、血統の確認、登

録手続、登録料の代行収受、登録証や各種証明書の発行、
送付等の事務を実施する

登記・登録（個体）

和牛

　

８，１５０頭

その他の証明等（延べ）

和牛 ２，９６１件



Ｎｏ． ７４ 事業名 家畜登録事業（お牛・家畜改良事業団）

１事業種別‘家畜 登録

　　　　　　　　　

１補 助 元 １畜 産 登 録団 体

　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
登録等の申し込みのあった家畜（和牛）のＤＮＡ 検査のた

めの試料採取、血統の確認、検査料の代行収受、登録証や
各種証明書の発行、送付等を実施する

ゲノミック検査（事業団）

２，２００頭

＜内訳＞

条牛 １，９３０頭

親子判定 ２６０頭

再交付 １０頭

Ｎｏ． ７５ 事業名 家畜登録事業（種豚）

事業種別

　

家畜登録

　　　　　　　　　　

補助元 畜産登録団体

事業内容 事業量
登録等の申し込みのあった家畜（種豚）の個体の確認、体

型・特徴の記録、血統の確認、登録料の代行収受、登録手
続き、登録証や各種証明書の発行、送付等を実施する

登記・登録 （個体）・一代雑

種豚血統証明

種豚 １５１頭

その他の証明書等（延べ）

６２３件

Ｎｏ． ７６ 事業名 家畜登録事業（ＪＪ羊・価羊）

１事業種別１家畜登録

　　　　　　　　　

１
補助 元
１
畜産登録団体

事業内容 事業量
登録等の申し込みのあった家畜（山羊（日本ザーネン種）の個

体の確認、体型・特徴の記録、血統の確認、登録料の代行

収受、登録手続き、登録証や各種証明書の発行、送付等を
実施する

登録（個体）

日本ザーネン種 ６７頭

その他の証明書等（延べ）

日本ザーネン種１７件



【その他の事業１１畜産の振興を図る事業
（１） 畜産団体からの事務受託等に関する事業
畜産生産者等を構成員とする団体からの委託を受け事務を行います。

〔実施予定事業数：８事業〕

Ｎｏ． ７７ 事業名 群馬県乳牛孜哀協会事業

１事業種別 １事 務 受 託

　　　　　　　　　

１補 助 元
１
事 務 委 託 先

　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
乳牛生産者等で構成される団体からの事務炎委託契約
に基づき、団体の事務の一部を受託し、受託団体の会計

事務等を実施する

当該年度における会計事

務及び団体の連絡調整業

務 一式

Ｎｏ． ７８ 事業名 群馬県わ牛枚良組合連絡協議会事業

１事業種別 １事 務 受 託

　　　　　　　　　

１補 助 元 １事 務 委 託 先

　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
和牛生産者等で構成される団体との事務炎委託契約に
基づき、団体の事務の一部を受託し、受託団体の会計事

務等を実施する

事務委託契約による会計

事務及び団体の連絡調整

業務 一式

Ｎｏ． ７９ 事業名 群馬県養豚協会事業

１事業種別 １事 務 受 託

　　　　　　　　　

１補 助 元 １事 務 委 託 先

　　　　　　　　　

Ｉ

事業内容 事業量
養豚生産者等で構成される団体との事務炎委託契約に
基づき、団体の事務の一部を受託し、受託団体の会計事

務等を実施する

当該年度における会計事

務及び団体の連絡調整業

務 一式

Ｎｏ． ８０ 事業名 畔、馬県番鶏協会事業

１事業種別 １事 務 受託

　　　　　　　　　

１補 助 元 １事 務 委 託 先

　　　　　　　　　

Ｉ

事業内容 事業量
採卵鶏等生産者等で構成される団体との事務炎委託契
約に基づき、団体の事務の一部を受託し、受託団体の会

計事務等を実施する

事務委託契約により会計

事務及び団体の連絡調整

業務 一式



Ｎｏ． ８１ 事業名 畔、馬県種鶏ふ卵協会事業

１事業種別 １事 務 受託

　　　　　　　　　

１補 助 元 １事 務 委 託 先

　　　　　　　　　

Ｉ

事業内容 事業量
種鶏生産者等で構成される団体との事務炎委託契約に
基づき、団体の事務の一部を受託し、受託団体の会計事

務等を実施する

事務委託契約による会計

事務及び団体の連絡調整

業務 一式

Ｎｏ． ８２ 事業名 鮮、馬県番蜂協会事業

１事業種別 １事 務 受 託

　　　　　　　　　

１
補 助 元

１
事 務 委 託 先

　　　　　　　　　

１

事業内容 事業量
養蜂生産者等で構成される団体との事務炎委託契約に
基づき、団体の事務の一部を受託し、受託団体の会計事

務等を実施する

事務委託契約による会計

事務及び団体の連絡調整

業務 一式

Ｎｏ． ８３ 事業名 鮮、馬県家畜人工授精師協会事業

１事業種別 １事務受託

　　　　　　　　　

１
補助元
１
事務委託先

事業内容 事業量
人工授精師等で構成される団体との事務炎委託契約に
基づき、団体の事務の一部を受託し、受託団体の会計事

務等を実施する

事務委託契約による会計

事務及び団体の連絡調整

業務 一式

Ｎｏ． ８４ 事業名 畔、馬県畜産技術連盟事業

１事業種別 １事 務 受託

　　　　　　　　　

１補 助 元 １事 務 委 託 先

　　　　　　　　　

Ｉ

事業内容 事業量
畜産技術者等で構成される団体との事務炎委託契約に
基づき、団体の事務の一部を受託し、受託団体の会計事

務等を実施する

事務委託契約による会計

事務及び団体の連絡調整

業務 一式



（２） その他事業
「廃棄物の処理と清掃に関する法律」 に基づく家畜の死体処理にぬ要な産業廃棄物管
理票 （マニフェスト） の販売、 畜産に関する情報提供、 畜産に関する印刷物の販売

等、 本会が実施する事業に付随する畜産の振興を図るための事業を行います。


